
蔀市 弛活用支援センター定期講演会2021
開催案内

国土交通省提唱

「土地月間」

参加行事

「農新宮創造する都市の新しい魅力

【会場】※オンラインでも実施

）　薫 ウイメンズ ラザ
13：15～16：30（開場：12：45）地下ホール（東京都渋谷区神宮恥53－67）

【定員】①会場：120名　②オンライン視聴：500名
※会場はソーシャルディスタンス確保のため、通常の座席数の半分以下としています。

【内容】
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国土交通省都市局　都市計画課
員棟水産省農村振興局農村政策部農村計繭誅♯市農業室

（福井県立大学長／東京農業大学名誉教授・元学長）

【参加・申込方法】
（定期借地権推進協議会運営委兵長）

※wEBサイトにアクセスできない場合は、e一m甜またはfaxにて「①会場に来場」または「②オンライン視聴」の別を明記し、

氏名■所属・住所書e一m扇巨teOを記載の上、下記連絡先宛に送信ください。
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本講演会は、都市農地の関係者をはじめとして幅広い層の方に、都市における貴重な資源である農地の役割と
利用・保全のあり方を考える契機としていただくため開催し、毎年国土交通省が提唱する「土地月間」に併せて実
施しています。
今回は、昨今の生産緑地法等の改正や、都市農地の貸借円滑化法の成立など、都市農業・都市農地を取り巻く
現状と、それらを踏まえたこれからの「農」が創造する都市の新しい魅力についてとりあげます。
まず、国土交通省、農林水産省の担当官より新たな制度とその活用状況等の最新情報を提供いただきます。
講演1では「これからの都市農地活用の視点－“都市との対比”“ァートとの共生の視点”－」と題し、今後の都
市農地・都市農業の展開についてお話いただき、講演2では、「新しい視点からみたこれからの都市農地活用のあ
り方」について専門家の方からお言乱＼ただきます。

多数の皆さまのご参加をお待ちしております。

進士五十八氏
（しんじ　いそや）

福井県立大学長／東京農業大学名誉教授暮元学長

農学博士（造園学・環境学）、景観政策t環境計画。日本
学術会議会員（環境学委員長）、日本造園学会長、日本
都市計画学会長、日本生活学会長、自治体学会代表、日
本野外教育学会長など歴任。現在、日本農学アカデミー
理事、農あるくらし研究会会長、美し国づくり協会理事長、

福井県里山里海湖研究所長。日本庭園の特質（農大出
版会）、日本の庭園（中公新書）、グリーンエコライフ（小学

館）、アメニティデザイン（学芸出版社）、進士五十八の風
景美学（マルモ出版）。みどりの学術賞、紫綬褒章。

ミ整・▲

●渋谷駅宮益坂口から徒歩12分
（JRl東急東横線・京王井の頭線・東京メトロ副都心線）

●表参道駅B2出口から徒歩7分
く東京メトロ銀座線・半蔵門線■千代田線）

●都バス（渋88系統）

渋谷駅から2つ目（4分）青山学院前バス停から徒歩2分

大木祐悟氏
（おおき　ゆうご）

定期借地権推進協議会運営委員長

早稲田大学商学部卒。旭化成工業（株）入社後、
1993年から、借地問題、集合住宅、都市農地問題、高

経年マンションの再生等をはじめとする不動産コンサ
ルティング業務に携わる。現在は、旭化成不動産レジ
デンス（株）マンション建替え研究所に所属。

また、2007年から定期借地権推進協議会推進協議
会運営委員長に就任、現在に至る。
著書「定期借地権活用のすすめ」、「マンション建替
えの法と実務」（共著）他、2022年問題について、住宅

新報で2020年4月に連載等。
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●都市農地活用支援センター情報誌
「都市農地とまちづくり　第76号」

11月上旬にホームページ掲載予定

http：／／www．tosinouti．onjp／

生産緑地法等の改正、都市農地の貸借円滑化法、地方自治体
の取り組み、その他、都市農地をめぐる新たな動き等について、

本講演会に関連する情報を多数掲載しています。こちらも併せて
ご覧ください。


